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短報

栗駒山中におけるハコネサンショウウオの繁殖について

泉祐一＊船木信一*＊本郷敏夫零*＊

1．はじめに

秋川県内にはサンショウウオ科(Hynobiidae)は

3種が生息する．トウホクサンショウウオiHynob血1s

"chemtus),クロサンショウウオ{H.nigrescens),

ハコネサンショウウオ(OnychodactylusJaponicus)

である．

このうち，クロサンショウウオとトウホクサン

ショウウオの産卵については,その卵のうは各地で

確認されており，主にクロサンショウウオは流れ

のない沼で産卵し，トウホクサンショウウオは小

沢やわき水などのいくらか水が流れている水辺で

産卵している．

しかし，ハコネサンショウウオ（写真1)は主

に山地の沢で普通に幼生の確認がされているにも

拘わらず，産卵状態については，全く情報が無か

った．なお，県外では石川県，福島県，栃木県及

び富山県の4カ所で過去に確認されている．

2．調査地及び結果

洲査地は秋川県の南東に位置する栗駒Illの須川

湖そばのブナ林内に設置されている取水施設であ

る（写真2）．ここはブナ林内の沢そばの湧水を

利川した地中の施設で，地上部のコンクリートで

作られた部分は縦200cm,横135cmあり，これよ

り山側には地中に更に大きな集水施設が埋め込ま

れている．

この地上部のコンクリート桝は縦180cm,横

78cm,深さは100cmで，水深は約50cmあり，山

(PJJの端の直径約10cmの2本の塩ビ管から，水が

入ってくる．水温は年を通して8～9度と安定し

ている．

平成16年5月に地元からの情報からこの場所を

調査した．
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ハコネサンショウウオの卵のうは，塩ビ管の端

を取り巻くように産みつけられていた．卵のうの

中には，乳白色の卵が1房に約10～v>個入ってい

た．

また，卵のうのそばには15cmほどの成体も数

匹見られた．

この施設は上部の蓋を閉めると，光が全く遮断

された状態となり，ハコネサンショウウオは完全

な暗闇の中で産卵していることになる．

また，こことつながっている100mほど離れた

ポンプ室でも，ここから流れ出た成体が数匹確認

された．

なお，産卵時期については今回は春期に行われ

たが，不定期でもあるようなので（写真3），今

後の調査に期待したい．
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写真1 ハコネサンショウウオの成体と幼生

(上から雌、雄、幼生）

写真2ブナ林の中の取水施設
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写真3ハコネサーンシヨウウオの卵嚢
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